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は じめに

東南アジアには、個人的には非常に思 い入れがある。私の研究の出発点には、 日本の固有信

仰研究があり、その基礎と して稲作文化 を考えていたからだ。日本文化の基層を餅や赤飯、酒

という稲作文化を中心 に考えれば、東南アジアにはプロ ト日本文化が残 っているのではないか

と、東南アジア研究セ ンターの研修会に参加 したこともある。たまたまフランス政府の留学生

試験に受かり、アフリカを専攻することになったが、パ リに渡るにあたって東南アジアを経由

している。当時、低開発国と言われた東南アジアは、非常に魅力的に思えた。特に、バ ンコク

か らチェンマイまでは、冷房、美人バ スガイ ド、 トイレ、食事付 きというバ スが走 っていて、

快適な旅を経験 した。一方、パ リか らはモロッコの南のはてに行 くバスが出ていた。東南アジ

アと同 じようなバスの旅を期待 して乗 り場へ行 くと、寂れた工場街 に幌をっけたみすぼらしい

バスが止まっていた。モ ロッコか らフランスに来ている移民者用のバスで、乗 って くる人たち

も労働者風の人達ばかりだった。東南アジアとアフリカの落差を感 じなが ら、モロッコへ行 っ

た記憶がある。

東南アジアとアフ リカの落差 は大変大きいと思 う。東南アジアの発展は凄い。私が最初に東

南アジアを訪れた1978年 の当時は、まだNICSと いうことも言われて いなか った時代だが、

その頃か ら発展する東南アジアを強 く感 じた。東南アジアのすさま じい発展 とアフリカの後進

性という大きな落差がどうして生 じたかという問題が、私にはず っと気 にかか ってきた。その

回答を少 しで も得 られるよ うな形で、西アフリカの地域構造と、東南ア ジア も含めた世界的な

構造を考えてみたいと思 っている。

1.西 アフ リカの南北構造

まず西アフリカの南北構造を捉えておきたい。西アフリカはサハラ砂漠か ら南に進むに従っ

て熱帯雨林になる。西アフリカの自然環境は南北に乾燥か ら湿潤、砂漠か らステ ップ、サバ ン

ナ、森 とい うきれいな層状の構造によって特徴づけられ る。東アフ リカには1000m級 の高原が

あ り、本来な らば熱帯雨林になるような所 も、高原であるためにサバ ンナ状を呈 している。 し

か し、西アフ リカには非常にきれいな南北構造があり、北部内陸乾燥地帯 と、南部湿潤海岸地

帯に大き く分けることがで きる。 これは同時に文化的な南北構造の基礎 ともな り、サハラ砂漠

近辺の北部はイスラーム化されているが、南部 はイスラーム化が進 まず、いわゆるア ミニズム
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の世界だ った。だが後 に、ヨーロッパ植民地主義の進出が海岸地帯か ら行われたため、かって

のアニ ミズム世界の大半はいまではキ リス ト教化 された地域 となっている。

伝統的には北部乾燥内陸地帯 は非常 に豊かな土地であ り、南部湿潤海岸地帯は貧 しい未開の

土地であ った。 この差 はエコロジカルな要因で半分が説明できる。ステップ ・サバ ンナ地帯で

は家畜飼育が可能である。だが、熱帯雨林や湿潤サバ ンナ地帯ではツェツェバエなど様 々な病

原菌が増え、家畜を飼うことは困難になる。それで もヤギは病気に対 して頑丈な動物で、熱帯

雨林 に近い場合で も飼育可能だが、 ヒツジやウシは飼えない。 ヒツジやウシは砂漠のような乾

燥 しすぎて水や草のない所に生育で きないことは誰に も想像がつ くが、・湿潤すぎるサバ ンナや

熱帯雨林にもいない。伝統的には年雨量600mmぐ らいが ヒツ ジやウシ分布の南限になる。ただ

しその後、焼畑などによって害虫類が減少 し、森林がサバ ンナ化 したり、最近では殺虫剤の効

果によって、 ヒツジやウシの分布は南に下がってきている。

さらに農業では、ステ ップ ・サバ ンナ地帯は穀物農業が行われており、 トウジンビエやソル

ガムなどが作 られている。 しか し年雨量が1000～1500mmを 超えると、イモの文化になる。ヤム

イモ、マニオック、バナナがその主たる作物となるが、ヤムイモはヤム ・ベル トと呼ばれる非

常に狭い限 られた所 にしかない。マニオックは広い地域に広が っているが、元来新大陸起源の

作物でアフリカには最近入 った ものである。 トウモ ロコシもやはり新大陸起源で、カメルーン

で調べた限 りでは18世 紀末頃に入 って きた もので しかない。

私が調査 したカメルーンで、 もう少 し詳 しく、降水量 と穀物農業、根菜農業の関係を見てみ

よう。南北に細長い北カメルー ンにはアダマワ県、ベ ヌエ県、ディアマ レ県という県が南北に

連なっている。アダマワ県では年雨量が約1500mm、 ベ ヌエ県で は約1000mm、 ディアマ レ県では

約800mm～600mmに な っており、三県 とも面積 も作物の生産量 もほぼだが、その生産量の割合は、

大 きく異な っている。ディアマ レ県では穀類が71%、 イモ類がわずか5%し かない。 ところが

ベヌエ県に入るとイモ類が34%、 穀類が36%で 拮抗 して くる。 そして、一番南のアダマワ県で

はイモ類が73%で 穀類が23%と 逆転す る。 しか もこの穀類には新大陸起源の トウモ ロコシが多

く含まれており、 イモ類 もほとんどマニオ ックである。 これ らの新大陸起源の作物が来る以前

は何を耕作に し、何を食べていたのか考えさせ られる。いずれにしろ年雨量1000mmの ところで

穀物農業は限界に くる。穀類、特にソルガムは多 くのタンパ ク質を含んでいるのだが、イモ類

はタンパ ク質の含有量が非常に少ない。 しかもイモ類が広が る所は、同時に家畜 もな くなると

ころだ。雨量1000mmあ たりから南はタンパク質の栄養分が少な くなる地域 とな る。 この地域に

なると、昆虫食やサル食がお こなわれるようになるが、それ もタンパク資源の不足か ら説明が
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つ く。 しか し、雨量1000mm以 下の半乾燥地では、昆虫食、サル食は見 られない。、基本的な食

料生産の面か らみれば、年雨量1000mm以 下のサバ ンナ ・ステップ地帯は非常に豊かな所である

と言える。

さらにサバ ンナ ・ステップ地域には川がある。西アフリカではニ ジェール川やセネガル川 と

いう大 きな川が砂漠すれすれの所を流れてお り、チャ ド湖 もサハラに接 した南縁部にある。 こ

れはアフ リカ大陸が中央部でへこんだ逆順状形を しているか らだ。ニジェール川では自然潅概

によるアフリカ稲(オ リザグラベ リマ)の 稲作が非常 に発達 している。 さらに ここにはフルベ

族 という牧畜民 もおり、乾期には川の周 りに集 まり、雨期には川か ら離れてい くという季節移

動が繰 り返されている。乾期にはウシが川へ水を飲みに来 るが、その周辺.に大量のウシの糞が

落 とされる。川が増水すれば、この糞が魚の餌 となるか ら、ニ ジェール川やチ ャ ド湖は魚 も非

常に豊富な地域 になっている。サハ ラ南縁の乾燥地帯には、基本的な第一次生産である、牧畜、

穀物農業、潅概農業、 さらに漁業が揃 っているのである。同時に野生動物 も非常 に豊富な場所

で、カバ、アンテロープ等 も見かけることができる。開発が進んで しまったために、現在野生

動物は減少 して しまったが、西アフリカの内陸の半乾燥地帯は狩猟生産がもともと豊かな場所

で、マ リ王国などの建国の伝承には、狩猟のチームが次第に軍事の組織 として発展 していった

様子が うかがえ る。

さらに、西アフリカの乾燥地帯ではサハラ交易が8世 紀頃か ら始 まっている。ラクダは元々

はサハ ラにいなかったが、4世 紀頃からサハ ラで も一般化 して くる。ラクダを使 ったサハ ラ交

易は、 イスラームが8世 紀に北アフリカに広がると同時に発展 しはじめた。特 に西アフリカ西

部地域 には金の産地があ り、これを求めて大勢のアラブや地中海の商人が入 って きた。 もう一

っ重要なのは、サハラ砂漠の中央 に岩塩産地があることだ。その塩が金の産地のあるサバ ンナ

地帯にまで運ばれ、人々の生活を潤 した。金 と塩 はほとんど同 じ重 さで交換 されるほど重要な

交易品だ った。 こうしたサハラ交易の刺激を受けて、サハラの南に数々のイスラーム王国が出

現 した。有名なマ リ帝国 もそ うだ。チャ ド湖周辺 にもカネム ・ボルヌという王国ができた。サ

ハラの南の地域 はイスラームと結びっいて発達 したサハラ交易網ルー トの辺縁部の文化、ある

いは社会 として理解 していいだろ う。こうした西アフ リカの内陸半乾燥地帯 に比べ、海岸地帯

は、 ヨーロッパ人が来るまでは全 く外的交流のない孤立 した地域だった。

2.、西アフ リカの東西構造

西アフ リカの地域構造を細か く見 ると、東部 と西部のちがいも非常 に強 く感 じる。西部の西
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スーダ ンと東部の中央 スーダンで、そのちがいを比較 してみよう。まず第一次生産の潅概農業

を稲で見ると、西部のセネガル川 ・ニジェール川流域では遥か昔か ら稲作が始まっている。 と

ころがチャ ド湖のあ る中央 スーダンは稲の栽培に適 した所だったが、 ここで稲の栽培が始まっ

たの は19世 紀になってか らだ。それ も元々西部にいたフルベ族が持ってきたと言われて いる。

フルベ族はセブウシという大型のウシも中央 スーダンにもた らした。第一次生産の基本的な面

は西部の方が歴史が深い。

サハラ交易との関係か ら見ると、西スーダンではセネガル川 とニジェール川が水上運搬の通

路 として使われていた。ニジェール川湾曲部にはジェンネ、 トンプクツ トゥという有名なサハ

ラ交易の町 もで きた。 トンブク トゥとジェンネは水運で結びついており、ニジェール水運を利

用 した交易は、サハ ラのラ クダによる交易とも結びついていた。ところが、中央スーダンでは

水上運輸はほとんど行われていな い。 さらに中央 スーダ ンのサハ ラには山があり、 ここには

トゥワレグ族やツブと呼ばれる牧畜民が住んで いた。彼 らはサハラの原住民で、イスラーム化

がいまでもそれほど進んでいない。交易を担 ったアラブ系の人々は、彼 らの分布地を避 けるよ

うに して交易路を広 げて行 った。彼 らの分布地を通 ると、 トゥワレグ族の首長に多 くの税金を

払わされるからだ。 いっ襲撃 されるかわか らないとい う恐怖心 もあ った。それだか らサハラで

も山岳地の遊牧民の多い地域 は、交易のルー トとしては発展 しなか った。 これに対 して、無人

の砂丘砂漠が広が るサハ ラ西部は、ラクダによる交易に非常に適 した砂漠だと言えるだろう。

さらにその北部の北 アフ リカにはモロッコがあり、昔か ら多 くの古い王国があ り、山があり、

したが って、緑があり、川が流れ、たいへん豊かなところだ。 ところが北アフリカは西か ら東

へ行 くといまの リビアに出 る。 ここは海岸地帯 まで砂漠が迫っていて農業生産 も低 く、立派な

王朝 も存在 しなか った。サハラ北側の西部地域 には、サハラ交易を推進 させるしっか りとした

カウンターパー トがいたということだ。いまもモ ロッコのア トラス山脈の南には、実に美 しい

交易都市が連な っている。 こうしたサハ ラの北側と南側の条件のちがいで、同 じ西アフリカで

も、東部と西部で はサハ ラ交易の発展に大きな差があ ったと考えている。

15世 紀以降の近代になると、ポル トガル人やオランダ人等の ヨーロッパ人が大西洋岸沿いに

アフリカへ とや ってきた。 この点で も、サハラ西部地域は海岸 に近 くヨーロッパ交易 とも関係

が深 くなる。16世 紀の終わ りにモロッコがサハ ラを横断 して トンブク トゥに攻めい り、ソンガ

イ帝国を破壊 しているが、おそ らくそれは、西アフ リカ西部に産出する金を大西洋か らやって

来た ヨーロッパに奪われて しまうのを危倶 し、直接西アフリカを占領 して金の交易を握 ろうと

したのだろう。いずれに しろ、15世 紀以後、西アフ リカもヨーロッパとの関係が深 くな って く
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る。

19世紀中頃か ら、ヨーロッパによるアフリカの植民地化 は内陸部へ と進む。その際の進入路

となったのが、内陸まで船行可能な河川で、特 にセネガル川は内陸奥深 くまで船 を進めること

ができるため、フランスの植民地侵略の本拠地 になった。そのために西アフリカ西部植民地化

を進めるフランスと、アフリカ軍 との間で凄惨な戦争が繰 り広げ られた。 ヨーロッパの植民地

侵略に立ち向か った人 として有名なのが、エルハ ジ ・ウマルやサモ リ・トゥレである。いずれ

も壊滅 して しまったが、 ヨーロッパ との交易で鉄砲を手に入れて いた こと も、かれ らが ヨー

ロッパ軍に対 して凄惨な戦いを挑んだ理 由の一っだった。それだけこの地域は、 ヨーロッパの

大西洋 との関係が深い。

ところが中央スーダンは、ヨーロッパの大西洋交易 とも関係が少なかった。これは中央 スー

ダ ンと大西洋岸 との間にはアダマワ高原、 ジョス高原 とい う山岳地帯があ り、地形的に中央

スーダンは、海岸地方か ら入 り込む ことが困難な地域であったか らだ。1900年 頃にはアフリカ

植民地化の最後の仕上げ として、中央スーダ ンも植民地化された。 しか し、抵抗はほとんどな

かった。ソコ ト帝国には鉄砲がほとん ど入 っておらず、ヨーロッパが鉄砲や大砲を鳴 らしただ

けで、 ソコ ト帝国政府 もその下位国家政府 もさっさと降伏 して しまったというのが実情だ。 も

ちろん ヨーロッパ側に死者 も出て はいるが、ごく少数だったために王国自体 はヨーロッパ人の

復讐の対象にならず、最終的には温存 され、植民地統治に利用され、現在で もカメルーンやナ

イジェリアに残 っている。

したが って、西アフリカの地域性 とい うことで指摘 しておきたいことの一っは、中央 スーダ

ンは西 アフリカの中で も大変自律的な発展を遂げた地域だ ということだ。 これに対 して西アフ

リカ西部の西スーダン地域はサハラ交易、 さらにヨーロッパの植民地化、それ以後の大西洋交

易などの影響を非常に強 く受けて、対外的な関係 の変化による歴史的変動が激 しか った。それ

だけこの地域の人間はある意味では屈折 していると同時に非常に洗練 されている。中央スーダ

ン人 は、 どちらかと言えば、素朴である。

3.「 フルベ族の聖戦」というイスラーム教徒と改革運動の存在

先程の議論でイスラーム化の問題が出ていたが、西アフリカと東アフ リカの大きな違いとし

て、西アフリカには多数 イスラーム帝国が成立 したことだけではな く、 「フルベ族の聖戦」 と

いうイスラーム宗教改革運動が存在 したことの意義を強調 してお く必要がある。マ リ帝国、 ソ

ンガイ帝国の国家の成 り立ちを見 ると、名 目的にはイスラーム化 して も、イスラーム化の程度
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は非常に皮相的であった。王宮の中の女性が裸であったり、王都で も王の住む場所とイスラー

ム商人の住む場所は分けられている。王の世継 ぎを選ぶ時などには、ア ミニスム的な宗教原理

が非常に強 く出て くる。王権の基盤 にはイスラームの原理だけではな く、ア ミニスティックな

原理、 フレーザーの言 う神聖王的観念が非常に強い要素 としてあ り、二重性があったと見てい

る。

ところが、18～19世 紀の西アフ リカで は、牧畜民のフルベ族がイスラーム教を奉 じて宗教戦

争 ジハー ドを起 こす。 この聖戦の相手は単にイスラーム化されていない人 々だけではな く、伝

統的なイスラーム王、イスラーム国家にも及んだ。 ソコ ト帝国という中央スーダ ンに成立 した

大国家の形成にあた っては、ハウサ王に対す る聖戦 に始 まり、ボルヌという中央 スーダ ンでは

非常に歴史の深いイスラーム王国に対 して も聖戦をお こなっている。ニ ジェール川地域の聖戦

では、ジェンネや トンブク トゥとい う伝統的なイスラーム都市のウラマー相手 にも聖戦を起 こ

している。 ジェンネや トンブク トゥでは、アラブベルベル系の人達が宗教的な権威を持 ってい

た。そのアラブベルベル系の人達に対 して もフルベ族は戦 ったのだ。いままでのイスラーム化

は間違 ったイスラーム化だとし、伝統的なイスラーム国家やイスラーム権威が倒され、新たな

イスラーム国家が建設 された。その王都は面 白いことにいままでの商業ルー ト交都市 とは別の

所に作 られている。東アフ リカにはこのようなイスラーム宗教改革運動はなかった。東南アジ

アのイスラーム化の話を聞いていて も、このよ うな純化を求める宗教改革運動 は見 られない。

東アジアのイスラームにっいて は、宗教的混迷のはげしく、かっ怪 しいイスラームという印象

がある。

マ リ帝国などのイスラーム化の主体 は、長距離交易でサハ ラを越えて来た外来のアラブ系の

商人達が中心であり、現地の王たちのイスラーム化は、お付 き合いという要素が強い。山間や

周辺の農民は、 ほとんどイスラーム化されていない。 ところが フルベ族の聖戦によって初めて、

牧畜民とい うアフリカの第一次生産者がイスラームの主体 とな った。それ以来、カメルー ンの

ように、元々サハラ交易がほとんど入っていない所に もイスラームの国家ができた。

フルベ族のイスラーム国家建設は、地政学 に的言えば、乾燥サバ ンナか ら湿潤サバ ンナへの

権力の シフ トであった。 いままでは長距離交易 に関係するようなサハラに近い乾燥地帯 に都市

があった。政治権力も何 らかの形で長距離交易 に関係する地域に権力の拠点 としての王都を置

いたが、フルベ族の聖戦 とともに、長距離交易の中心地点であ るサハラ砂漠か ら離れた所にも

イスラームの権力ができた。 この背景には、家畜、布という西アフリカの大地に根 ざした第一

次生産、第二次生産が経済価値を獲得 したとい う、この地域の商工経済の成熟 とい う背景があ
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ると考えている。サハラ砂漠の交易というと、金や塩、象牙やダチ ョウの羽、毛皮 というよう

な狩猟の対象物のみが問題にな りがちだが、 フルベ族の聖戦が起きた18～19世 紀には、注 目す

べ きことが二っあった。一っはイスラーム衣服文化の発展である。 と言 うのは、元々は裸だ っ

た人達がイスラーム化すると、イスラームの服を着る。服を着 るか着ないかで、イスラーム教

徒かどうかが区別 されたからだ。 しか も、衣服とい うのは一般に高価で、見事な染色や刺繍が

施された衣服 は特 に高価だった。いまその当時の服を買おうとして も、5、6万 円、場合に

よっては10万 円もの値段がついている。布や服は、当時は奴隷1～2人 と交換されていたよう

だ。また、サハラ交易の進展によって成長 した都市がかな りの消費人口をかかえるようになる

と、 フルベ族の持っ ウシも非常に大 きな経済価値を獲得 した。ウシの値段 も一頭で奴隷1人 ぐ

らいの価値があり、 ウシは衣服などの高価な工芸品 とも交換することがで きた。それ故に、 フ

ルベ族 は西アフ リカに も広が りっっあった商品経済発展の鍵をにぎる存在 とな り、イスラーム

化やイスラーム国家形成 という社会形成の原動力になったと考えられ る。重要なことは、サハ

ラ砂漠南縁地帯の歴史発展 には、サハ ラ長距離交易の直接的影響によっておきた商品経済の発

展 ・国家形成と、 この二次的影響下にお きたサハラから離れたより湿潤 なサバ ンナ地域での商

品経済 ・国家形成の運動があったということである。それはサハ ラ交易のような重商主義的経

済よりはアフ リカ大陸内部の着的経済の成熟に基礎をおいている。

4.裏 がえされた歴史一西アフ リ力植民地化の構造的理解のために 一

西アフ リカ内陸世界の文化や経済 は、サハラを越えてやって来た外来文明の影響を受 けて発

達 した。だが、 ヨーロッパ植民地主義は海岸か らやって来た。アフ リカから見 る限 り、西洋の

植民地主義の拡大の基礎 には、黒船 に象徴される 「海の論理」があり、実質的には海洋交通の

支配がポイン トとな った。植民地主義は海岸か ら内陸へ と進み、と くに川を拠点に内陸へ と侵

入 していった。例えばフランスのアフ リカ大陸侵入 の本拠地にな ったの はセネガル川、 コンゴ

川であり、イギ リス植民地主義の基礎はガ ンビア川、ニ ジェール川、ベ ヌエ川であった。 これ

を象徴するのが、1884年 のベル リン会議である。 これは、列強によるア フリカ分割のルールを

決めた会議で、その中に ドイツ ・ドク トリンというのがある。条約 に明記はされていないが、

海岸部を占拠 した国は、その後背地に対す る優先的植民地権を認めるというものだ。実際の植

民地化以前 に、列強同士お互いに争わないよ うにアフリカ分割が決め られた。それ故、アフ リ

カ諸国の国境は大半が海岸か ら内陸に垂直に延びている。また、セネガル川やニ ジェール ・ベ

ヌエ川などは国際河川に指定された。
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このようなアフリカの歴史か ら、なぜアフリカのサーヘル地帯がいま貧 しく、東南ア ジァが

豊かなのかという一っの解答が出て くる。ヨーロッパは海岸を本拠地に して都市を建設 し、鉄

道を敷き、物流の流れは大西洋やイ ンド洋などの大洋が中心になって しまった。場合によって

は、サハ ラ砂漠ルー トのような内陸交易ルー トを破壊 していく。かってはサハラ砂漠 はイン ド

洋 と同じようにムス リム商人が大活躍 した物流の大動脈であった。サハラは海にた とえ られ、

サハラ砂漠南縁のサーヘルはその陸の海 に面 した沿岸 という意味である。 ところが、ヨーロッ

パのアフリカ植民地化によってサーヘルは文字通 り内陸化され、そのために後進化 して しまっ

た。サーヘル地帯 は本来持 っていた交易機能を全て奪われ、 さらに植民地化後 はサハラ砂漠に

い くっもの国境線が張 り巡 された。植民地時代は、北アフリカのアルジェリア、モロッコとそ

の南のスーダ ン地域はともにフラ ンスの植民地で行き来はあったが、各国の独立後 はお互いが

国境線の敷居を高 くし、さ らに領土問題がおきた。まずチャ ドと リビアの紛争が起 きた。 リビ

アのカダフィがチャ ドに攻めいって、中央スーダ ンのサハラ横断ルー トは分断された。次にモ

ロッコとアルジェリアの国境問題が生 じた。歴史的にはモ ロッコの勢力 はアルジェ リアのサハ

ラ砂漠の大半を覆っていた。いまで もサハラ砂漠には多 くのモ ロッコの要塞が残 っている。 と

ころがフラ ンスがアルジェリアを植民地化 して仏領アルジェリアの領域を著 しく拡大 した。独

立の時には、アルジェリアの領土の一部をモロッコに返す約束があったようだが、実際にはア

ル ジェリアが占有 して しまった。そのために、モロッコとアル ジェリアは戦争状態に陥 った。

かって盛んであった トンブク トゥなどのサーヘル交易都市 とモ ロッコとの交易は全て潰れて し

まった。 さらに最近ではアルジェリアとニジェールの間で トゥワレグ族が反乱を起 こり、いま

はサハラ中央部の国境が閉鎖 されている。現在サハラに張り巡 らされて いる国境はほとんど閉

鎖 されていると言 っていい。そのためサヘルの都市のほとんどが商業機能を失 って しまい、衰

退の一方にある。 これに砂漠化という自然環境の変化が加わってサヘル地域の貧困はどこもす

さま じいが、連綿と続いていた乾燥地の内陸交通網が破壊 されて しまったことが、現在のサヘ

ル地帯の貧困化を もた らしている最大の原因である。

ヨーロッパが海岸地帯か らアフリカを占拠 していった ことは、海岸地帯の国にとって も必ず

しもプラスで はなか った。その典型的な例が カメルー ンだろう。カメルー ンの北 には レイ ・

ブーバなどの伝統王国が伝統的スタイルを保持 したまま残 っているが、それは、カメルーンが

無理 な国づ くりを したが故に、このような伝統王国が残 ってきたのだ。19世 紀の末に、 イギ リ

スはニ ジェール川沿 いに植民地化を進め、フラ ンスはコンゴ川沿いに植民地化を進めた。 この

真ん中をイギ リスとフランスのどちらが とるかという時に、 ドイツのビスマル クがベル リン会

29



議を召集 して、漁夫の利を得た。ベル リン会議が締結 される1～2週 間前に、ナヒチゲルとい

う ドイツの有名な探検家がカメルーンの海岸部に来て、 ドアラ族の首長と保護条約を結んで し

まった。そのためにその後背地は実際の植民地化が始 まる前 に ドイツ領とされた。そして、 ま

ず全 くの机上の論議でイギ リス領 ナイジェ リアと ドイツ領カメルー ンの国境が決め られた。 イ

ギ リスが この条約締結 に同意 したのは以下の理由による。チャ ド湖近辺か ら物資を海岸へ運び

出すには、ベ ヌエ川 しか交通路がなか った。 したが ってチ ャ ド盆地 とべヌエ川の間を ドイツが

占領すれば、フランスはチャ ド盆地の物資を外に運び出せな くなって しまう。それ故、イギ リ

スは喜んでベ ヌエ川上流部を ドイツに与えた。そこで、フラ ンスは仕方なく ドイツとの問で国

境画定の協議に入った。 フランス もできるだけベヌエ川に近 いところまで領土を広げたか った。

このようにカメルーンという国の形は、その結果、北 カメルーンの領土は、北部のべ ヌエ川の

ところが細 くくびれた形にな っている。 こうしたカメルーンの不可思議な国境は、植民地化 さ

れる以前に列強が全 くの机上の議論で植民地分割を行った結果である。

ドイツのカメルーン植民地化 は1894年 に決 まっていたが、カメルー ン全土が実際に植民地化

されるの は1900年 になってか らのことだ った。 しか も机上の議論であ った故に、植民地経営 に

は様々な困難が現れた。 ドイツは海岸の町の ドゥアラを占拠 したが、 ドゥアラと北カメルー ン

の間には標高1000mも のアダマワ高原がある。 これを越えて、南北の交通路 を建設す るとい う

ことが大仕事だった。アダマワ高原の中心都市ガウンデ レに鉄道が通 じたの は1974年 になって

か らだ。 ドイツはカメルーンという国を作ったが、北カメルーンにつ いては植民地経営 らしい

ことは何 もしていない。開発 しように もできなか ったのだ。そのために、実際の統治 は王国の

王に任せていた。その結果、 ここにた くさんの王国が残ることになった。このような無理な国づ

くりによって生 じた矛盾は、カメルーンだけでな く、西アフリカの内陸社会の全てが持 っている。

特に内陸に孤立させ られたチャ ドは一番の悲劇的な国だろう。独立以後、国としての体裁をなして

いない。

さらに言語の問題 もある。 フランス領であったマ リは、フランス語を強要 されてきた。いま

自分達民族の言葉を使おうという動 きができているが、マ リの人達 は自分達民族言語(ラ ング・

ナショナール)は ラング ・インターナショナールだと言う。 マ リの部族 はほとん どが国境か ら

はみ出 して広が っており、部族語 は、したが って国境を越えて活かされ るイ ンターナシ ョナル・

ラングエウジというわけだ。
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5.西 アフリカから見た 「近代世界 システム」論

今回は東南アジア研究者 との研究発表会でもあり、このような西アフリカ地域論の観点か ら東南

アジアをどう考えるか、また何かと話題となるウォーラーステインの近代システム論をどのように

考えるかという話をしておきたい。

ウォーラーステイ ンは、孤立 して いた各地域が、 ヨーロッパの海外進出によって初めて国際

的に開けた世界になったと言 う。近代世界システム以前には、同 じような国際 システムは存在

しなか ったとしている。だが私は、 ヨーロッパが近代世界システムを作る以前にも、そのよう

な国際的システムは存在 していたと考えている。家島彦一さんはヨーロッパ人到着以前のイン

ド洋における海洋交易の発展の重大さを指摘 されて いるが、イスラム時代の旧大陸世界には、

こうした海域世界 と内陸の乾燥地帯 をっな ぐ全世界的な交通網が広範に発達 していた。内陸の

乾燥地帯は、ラクダとウマによって動 く世界である。 自動車等の近代的な交通網が発達する以

前 は、船かラクダかウマが交通を担 っていた。そうした伝統的な交通手段がアフロ ・ユーラシ

ア大陸内部の半乾燥地帯 には存在 していた。モ ンゴル史の専門家の杉山正明氏の 「フビライの

挑戦」という本でも、モ ンゴルがユーラシア中央部 を占領 した背景には広大な交易網が存在 し、

モ ンゴルはさらに東 ・南シナ海の海域世界の交易 も支配 しようとしたということが、まさに同

じ観点か ら書かれている。

旧大陸の内陸交通網体系 はユーラシアのエコロジーに対応 して説明で きるだろう。アフロ ・

ユーラシア大陸において、年間降雨量が約500mmの 地域がどこに広が ってい るか図で示 してみ

た。 ラクダによる交易の可能な地域 は、アフリカでは年間降雨量500mmま でで、それ以上 にな

るとラクダを使 うことはできない。 もっと冷涼な地域では、この限界線がどうなっているか私

は詳 しくないが、およそ500mm内 外がやはりラクダの活動の限界線ではないかと想像 している。

そ こで500mmと いうラインをひいてみた。その内部が伝統的交通網が発達 した地域だ と考え ら

れる。 日本や東南アジア、 ヨーロッパは、こうした旧大陸の中央部に広がる内陸交通体系の辺

境地帯ではないか。 日本 も内陸ユーラシアの交通網の恩恵を被 っているのは言 うまで もない。

イン ドから内陸を伝わ った仏教文化が7世 紀、聖徳太子の時代に日本で花開いている。 それ以

前に も、騎馬民族国家説があるように、内陸ユーラシア文化の影響を受 けている。古墳か ら多

くの馬具が出土 して いるのは、内陸ユーラシアとの深い関係を しあす ものだ。 このように 「近

代世界 システム」以前にも、世界諸地域を覆 う経済圏や文化圏、交流圏は既 に存在 していた。

文字の研究からも同 じことが窺える。モンゴル文字 はアルファベ ット系の文字で、ウイグル文

字などと関係がある。満州文字 もアルファベ ッ ト系の文字である。さらにアル ファベ ッ ト系の
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.文字の起源を探れば、地中海をかつて支配 したフェニキア商人のフェニキア文字 にさかのぼる。

このようなことか らも、一っの共通文化圏が考え られるのではないか。

ウォー ラーステインの議論で問題になるのは、世界帝国の捉え方である。ウォーラーステイ

ン自身、民族や地域が孤立 して存在 したのは誤 りであると批判 していなが ら、世界帝国は孤立

した単位だと考えている。彼は中国の例を出 して 「中国は閉 じた」と しているが、上に述べた

例をとってみても、閉 じているとは考え られない。 ウォーラーステイン批判をもう少 し整理す

ると、まず次のように言える。どのような社会にも、文化の秩序、政治の秩序、文明の秩序、

情報の秩序とい うように様々な次元が考え られる。それが全て同 じように一致することはあ り

えない。経済の秩序 は、政治の秩序 よりも広がるだろう。情報の秩序 はもっとはるかに広が っ

てい く。仏教が日本に来た ことを考えれば、情報の秩序はイン ドか ら日本まで一っの世界 と考

えてもいい。言い換えれば、輪郭が明確にあ るような世界は考え られないということだ。世界

帝国で も明確な輪郭があるわけではな く、ある面では例えば、政治次元では明確な輪郭があ っ

て も、別の次元では境界が滲み出すようにして広が っているのが実情だ。このようなはっきり

した輪郭を持 った世界 という幻想維持には文化人類学にも責任の一端がある。文化人類学 は民

族や文化を孤立 した単位として考えがちだからだ。ギアツがイ ンドネシアという非常に多様性

を持った世界を、一っの世界の ごとく捉えて いることからも窺えるだろう。 これは、アメリカ

流、ヨーロッパ流の文化人類学の大きな欠陥だ。

近代世界 システムは海洋交通の発展に依存 している。これはウォーラーステインも認めてい

ることだ。 しか し、アフリカか ら見る限 りより、歴史の古い内陸交通網体系 も19世 紀末頃まで

存在 した。あるいは20世 紀中頃まで存在 したといってもいい。ウォーラーステインの議論の問

題 は、 ウォーラーステインがそれまでは孤立 した世界を近代世界が 「結 び付 けた」と近代世界

システムのプラス面のみを強調 していることだ。 しか し、近代世界以前 にかな りグローバルな

交流圏が存在 し、そ して、より重要なことは、近代世界 システムは近代世界システムに匹敵す

る広 さを持 った内陸交通網体系を破壊 した面があるということだ。孤立 的な世界 システムを結

び付け、よ り広い近代世界システムに統合 したというのは、完全に西洋植民地主義正当化のイ

デオ ロギーで しかない。例えば、北カメルーンは、伝統的には、現在ではナイジェリアに本拠

のあるソコ ト帝国やハウサ地方 と深い関係を持 っていた。だが、植民地化によって、中央スー

ダンは分断され、カメルーンとい う人工国家がで っちあげ られた。 ドイツ政府 はしか も国境を

超える商人の交流を禁止 している。そ して、伝統的なムス リム商人を南カメルーンに結び付け

ようと努力す るが、アダマワ高原を下るのは非常に困難なことだ った。植民地経済、植民地化
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による近代世界 システムは、このよ うに、伝来の地域間交流を破壊 し歪め、他方できわめて強

引に新たなグローバルな世界 システムをつ くろうとしたたあにむしろ新たな矛盾を引き起こし

てきたのではないか。

さらにもう一っ重要なのは、近代世界 システムが開放 システムではない ことだ。近代世界 シ

ステムは、植民地ブロックを作 って しまった。カメルー ンは ドイツ領、隣のナイジェリアはイ

ギ リス領 という形で、アフ リカ諸地域間の交流がむ しろ妨げられて しまう。角山氏が言われた

ことだが、自由主義経済 という名の下 に、帝国主義的な征服が行われている。近代世界 システ

ムによって、自由貿易、 自由主義経済が広がったというのは、幻想で、 自由貿易とい う名の帝

国主義qnperialismoffreetrade)が 広がったのだ。

以上のよ うな観点か らで、東南アジアを考えてみ ると、東南アジアが発展 したのは、植民地

化以前の伝統的な交易と矛盾 しない形で、海洋の近代 システムが発展 した ことが大きい。また、

敗戦 による日本の東南アジアへの帝国主義的進出の失敗によって、東南アジアのい くっかの国

がいち早 く帝国主義的近代システムか ら脱却 しえた ということも重要だ。 しか し、アフ リカは

大半がまだかなり強烈なネオ ・コロニアリズムの体制下にある。

高谷 さんがタ ンザニアのスワヒリ化が、タンザニアの国家政策と関係 しているというコメン

トをされたが、これは非常に重要なことだ。タ ンザニアの就学率 は約80%も あ り、非常 に成功

している。ところがマ リでは7～8%に とどまる。 タンザニアで就学率が成功 しているのは、

スワヒリという現地の言葉を学校教育に導入 したか らだろう。 ほとん どの フランス語圏では小

学校教育か らフランス語が強要される。その上 に、教科書 もない。アフリカはいまだに帝国主

義的な近代世界システムの中にあるのだ。そんな地域では、就学率や識字率の向上は不可能だ。

一方東南 アジアでは、 日本の侵略でフランスやイギ リスの植民地主義が一度途切れている。再

度イギ リスやフランスが来ても、以前通 りの植民地政策 はできなか ったのではないか。 もちろ

んこれがこじれると、ヴェ トナムやカンボジア、 ビルマのようになるが、いずれにせよ、東南

アジアで驚 くべきことは、ほとん どの国で自国の民族語で教育が行われていることだ。 これは、

国民の教育 レベル向上の第一条件だと思う。

6.近 代に同時進行 したフロンティア開発

最後に、何ゆえに西 ヨーロッパが特に限界があ りなが ら、広範な地域をカバーする 「近代世

界システム」形成にイニシアテ ィブを取 りえたか ということを考えておきたい。 ヨーロッパで

は地中海の交易が昔から盛んであった。そ こで培 った航海術や経済の蓄積 はヨーロッパ近代 シ
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ステム形成の要因として当然考慮 してお くべきだろう。 しか し、 もっと視野の大 きな地球規模

の文明論で説明 してみたい問題がある。ユーラシアにある500　　m以 上の年 間降雨量の地域分布

図を見 ると、これ らの地域に東南 アジア、アフリカのザイール周辺の熱帯雨林、 日本、そ して

ヨーロッパが入 る。 どれ もが旧大陸の辺縁部にある。 これを見て考え ると、文明 は乾燥地帯か

ら森林地帯へと進むイメージが得 られる。アフ リカでも文明発展は、サハラ辺縁部な どの乾燥

地から、森や林の開墾にっれて、湿潤森林地帯へ と進むとい うイメージが強い。次に年降雨量

ラインを1000mmで とってみると、面白いことが起 こる。東南アジアやアフリカには森があるが、

ヨーロッパにはな くなって しまう。 日本で年降雨量1000mmと 言えば、む しろ小雨地域で、瀬戸

内海周辺がそんな地域だ。 しか し、 ヨーロッパで年雨量が1000mmあ るのはアルプスとイギ リス

の一部、 フランスのブルターニュぐらいしかない。言 い換えると、 ヨー ロッパの森は、東南ア

ジアやザイールの森 に比べたら深 くない。おそらくヨーロッパの森はそれ故、3地 域の中では

一番最初 に開発 し尽 くされて しまったということが考え られる。

実際、 ヨーロッパでは12、13世 紀、その後にもう一度16、17世 紀に大開墾時代がある。 この

時代にはヨーロッパに開拓すべき土地が無 くなって しまう。実はウォーラーステイン自身がそ

れを認めることを書 いている。 「伝統的な交易は奢イ多品の交易であ り、 日常生活品の交易では

なかった。ところがヨーロッパが必要と していたのは、穀物であり、木材である。」木材を必

要 としていたのは、まさにヨーロッパの森が消滅 したことを表す ものに他な らない。 イギ リス

はこの木材を北欧か ら輸入す るほどだ った。 ヨー ロッパの畑作 は牧畜 との複合生産で、非常に

広い土地を必要と したが故に、たちまち土地 は不足 して くることも重要だ。それ故、ヨーロッ

パ は新たに土地を求めざるをえなか ったことが推測される。それが南米や北米大陸である。 こ

れをウォーラーステインはフリー トレー ドや資本主義に特徴づけられる近代世界 システムの発

展を見よ うとす るのであるが、わた しは、む しろ帝国主義的な土地を獲得す るたあの入植運動

だと考えたい。

同 じ理由で、他の大文明がなぜ外へ出なかったのか、説明可能である。中国には揚子江の南

に、イン ドには、ガンジス川か らビルマにかけての地域に、広大なフロンティアとしての森が

近隣に存在 していた。 したが ってヨーロッパのアメ リカへの植民、中国の華中華南の開発、あ

るいはイン ドのムガール帝国の湿潤なガ ンジス川流域への発展など、 これは本質としては同 じ

ことのように思える。っ まりそれぞれの文明圏にとってのフロンティアの拡大だ。 さらに言え

ば、ヨ ーロッパが海外侵 出していく時期に、 日本は江戸幕府が成立 し鎖国を している。 この鎖

国を可能な らしめた経済的背景には、東北地方の開発とい うフロンティア開発の可能性があ っ
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たと考えている。 日本の国内にフロンティアがあったのだ。最上川や利根川という大河流域の

開発は、江戸時代が中心であった。 このように考えて くると、日本の鎖国 もヨーロ ッパ人のア

メ リカ大陸への入植 も、 フロンティア開発とい う意味で同 じ運動と して とらえることができる

ように思 う。実際アメリカも鎖国 こそはしなかったが、江戸時代におけ るアメ リカは内向的な

鎖国状態にあったと考えて もいいだろう。アメリカの独立は、ある意味で鎖国政策に比較 しう

る。そ してさらにアメ リカはモ ンロー主義によって孤立化の政策をとっていく。このあたり、

発想の大転換が必要だ。

ヨーロッパが世界へ と進出 してい った時代はウォーラーステインの言 う トレー ドよ りも、む

しろ帝国主義政策によって土地を占領 した り入植 した りする時代であった。ロシアもシベ リア

の開発を している。 それは、アフ リカではフルベ族の聖戦が行われた時代だ。 この時代、西ア

フリカの国家や都市形成が、サハ ラ南縁に接 したサーヘル地帯か らより南の湿潤なサヴァンナ

地帯、疎林地帯に広 く広が っていった。いわば、西アフリカ内のフロンティアの開発が進んだ

のだ。 これ らは本質的には同 じ運動ではなかっただろうか。 日本の鎖国政策 も外見は帝国主義

運動 と逆の政策のように見えるが、国内におけるフロンティアの存在を前提 とした政策である

ことを考えると、内的な帝国主義的運動とみて もよいように思 う。

ここで重要な ことは、ウォーラーステインの言 う 「近代世界システム」は決 して開放的な自

由主義経済によ って特徴づけ られ るような システムではなか ったということだ。 もし真の自由

主義経済が存在す るのであれば、それは戦後の 日本やシンガポール、香港、台湾を中心に形成

された経済 こそがそ うなのか もしれない。人類の歴史で初めて政治が最小限度 しか関与 しない

形で行われた自由主義経済だろう。それまでは自由主義 と言われながらも、それは常 に植民地

主義 と結びっいていたが故 に、常 に政治的な操作が行われ、政治的、軍事的圧力が行使 されて

きた。政治や軍事 と結びっいた経済は、真の自由主義 とは言えないので はないか。 しか し最近

では、その日本経済 もむ しろ政治的な操作によ って自由を脅かされている。さらに問題なのは

環境問題を考えれば・既に地球のフロンティアは消化 され尽 くしているということだ。 これ以

上開発が進めば大変なことになるだろうというのが私の実感だ。

以上、議論は広が りすぎたかもしれないが、西アフ リカの地域形成とそれが現在抱えてる深

刻な問題を考え る中で、世界 システムの問題にも思いをよせて きたことの一論を述べさせて も

らった。
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コメ ン ト

古 川 久 雄

嶋田さんの 「牧畜イスラーム国家の人類学」を読 ませて頂いた。極めて克明なる調査をされ、

さらに近代世界システムを切 るところまで議論は展開 し、興味深 く拝読 した。私のコメン トは、

交易を中心 とした内陸文明圏の話を生態的な見地か ら話 して見ようと思 う。

乾燥地帯は大興安領の南からユーラシア大陸の中央を通 り、アラビア半島、アフ リカのサハ

ラまでつながっている。ステップは穀物栽培の世界だが、熱帯多雨林で は根菜の世界になる。

500mmを 越える雨量があれば天水による栽培が可能だが、300m皿を切る所ではオアシス農耕 にな

るだろう。東南アジアか ら西の乾燥地帯 は、草原であると同時に、極めて動物の豊富な地域 と

いう印象が強い。そ こでは動物 と競闘す るような形の中で、家畜化が起 こってきたように思 う。

一方、東南アジアにおいては、その構図は林 との競闘になるだろう。自ずから違 った生業形態

にな って くる。

動物 との競闘が広大なサバ ンナで展開す る世界が西の乾燥地帯であ り、そこに穀物栽培が起

こって くる。その中心 はやはりメソポタミアからレバ ント、アナ トリア高原 という地域だろう。

細々とした天水による畑作は、相当古い時代に遡 ることができるだろうが、オアシスに極めて

強力な力を持 った穀物栽培が成立 したのは、BC8000年 頃と考えていい。穀物栽培の色 々な技

術のセ ッ トが、その頃には既に成立 した と考えられ る。例えば麦がメソポタ ミアを中心 に作 ら

れ、乾燥地帯を通 って東西へ相当古い時期 に広が っている。オアシス農耕の西の地域、アフ リ

カで はソルガムや シコクビエのような雑穀が栽培化 された。ただ、アフリカでは農業起源の考

古学的な資料は極めて少な く、いまのところ遡 るのは紀元前2000年 頃まで らしい。私の印象と

しては、オアシス農耕が東西にスプ レッ ドす る紀元前8000年 には、その刺激によってアフ リカ

の雑穀栽培 も始まったと考えていいと思 う。東の方へ も乾燥地帯を通 って、穀作思想がイン ド、

中国に入 って くる。中国では米が栽培化 され る現象が起 こった。

オアシスの中心にオアシス農耕が成立 したが、例えば鍬を極めて早い段階で持っ。その用途

は溝掘 りで、溝は家畜の水飲み場を作 り、そ して、貯流式の潅概用である。潅概には高い山の

谷川か ら水を回す河川潅概や、カナー トもある。その畑の一筆は極めて小さ く、その姿 はいま

でも西アジアで見 ることができる。 日本や中国の遺跡で も、極めて小 さな水田が発掘されてい

る。農耕に伴 う色々な収穫の道具、あるいは食物調製の道具、倉などがワンセ ッ トとして、新
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石器農耕:革命の段階とい う極めて古い時代に成立する。その刺激が東西への穀作の拡大にっな

が ったのだろ う。

もっと素朴な、現地の状況に応 じた天水を利用するような潅概方式 もある。例えば夕一ル砂

漠の ジョドプールの西には、半砂漠 に大 きなバ ン ドを作 って、地表水を溜あ込むバ ン ドイ リ

ゲーションを行 っている。これはイランの乾燥地帯やチュニジアで も見かける潅概方式で、わ

ずかに窪んだ土地に トラフを区切るような形で大きなバ ン ドを作 り、麦、ブ ドウ、オ リーブ等

を栽培 している。サハラの真ん中にハガールやティベスティという山があ り、その下ではカ

ナー ト方式による潅概があるようだ。そこで谷水を引き込んだ り、井戸を掘 ってナツメヤ シを

栽培することは昔からあったと思われる。嶋田さんが言われた、ユーラシアを貫 き東西に広が

る乾燥地帯では、かな り古い時代か ら穀作農業が広がった。アフリカではハム ・セムの人々が

交易品 として作物を運び、それ以外 に金や岩塩を運ぶ形で、ハム ・セムのスプレッデ ィングも

相 当古 い時代に起 こって いたのだろう。「サヘル」という言葉を考えてみると、これは 「ハ ム・

セム世界の端」という意味を意識 しているのではないかという印象を受ける。

東南ア ジアとの比較で考 ると、東南アジアか ら西の乾燥地帯 は、動物との競闘、家畜化 とい

うこと以外に、作物生産においても極めてモノカルチ ャーだ という印象を極めて強 く受ける。

広い地域にわた って同じものを植えている。林との競闘を経てきている東南アジアにはないこ

とのように思 う。オアシスに城郭都市を巡 らして権力を集あ、産物の記録のために字を発達さ

せる。そ こで起 こる土地争いや部族同志の対立を裁 く裁判や、そ こから生 まれて くる社会制度

など、様々な ものを含み込んだ都市がそこに成立する。その城壁都市の中心にいる王が、農産

物を戦略的物資 と考えてモノカルチ ャーを進ある。このような伝統が、西アジアか らサヘルの

地帯に古 くか らあると考えられ る。

港を見ても、西の方では王の権力と結びつ いている。王宮に住む人々が遠い外の世界の財を

受け取る交易のための港と しての性格が極めて強い。他方、東南アジアは世界に誇 る多島海の

世界だ。 日本の浦にあた るような集落が多 くあり、海岸は海の中を歩 く人達が大勢いる。海の

中にいる海老や、魚、珊瑚、ナマコなどを捕 る生業があるのだ。東南アジアの場合、イン ドや

中国、アラブか ら商人が来て港を作 るが、交易的な機能以外 に、生活の場としての海岸があ っ

たことを考えねばならない。

東南アジアは乾燥帯か ら穀物栽培を受けとるが、その間にはイン ドや中国 とい う、定着的な

空間を作 る伝統や、富を集めて文明を作 ってい く伝統を持 った巨大文明がを介在 している。 と

ころがアフリカでは、乾燥帯の農牧複合が巨大なサハ ラ砂漠を通過する段階で、文明の単純化
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が生 じ、生活文化が先祖返 りして しまう。中尾佐助氏は、アフ リカの遊牧民をモ ンゴルの遊牧

民 と比較す ると、アフ リカの遊牧民 は実に貧 しいと書いている。確かにモ ンゴルの遊牧民の生

活は立派な家を持ち、家畜の利用、製品の利用 に極 めて発達 したシステムを作 り上げている。

そういう文明圏を経ていないことが、アフリカの牧畜の弱発達 という要因ではないか。

西の方の作物生産はモノカルチャーだが、それに対 して東南アジアは ミックス ・クロッピン

グが特徴だ。林を焼き、非常に様々なものを植え る。 これはイ ンドの伝統を受 け継いでいるの

か も知れない。 これは意外に大 きな意味を持っのではないか。例えば現在のイ ンドネシアの工

業化で も、 タイの近代化で も、フルセッ ト工業化を考える。 この基盤が一次生産の中で ミック

ス ・クロッピングという形で既に形成 され、現在にまでつながっている印象がある。

もう一っ奴隷制にっいて コメン トしてお きたい。アフ リカの奴隷制はアメ リカの奴隷制とは

違い、支配者と一種の共生関係にある。これはハム ・セム世界の伝統だろ う。奴隷制が出て く

る基盤 として、ある種の長い人類進化の過程を踏 まえているような気が している。旧人と新人

の交代期における旧人のす りよりが、奴隷化を生む基盤にあるので はないか。 アフ リカ研究の

人類学の方達に考えて頂 きたいと思 う。それに対 して東南アジアの ミックス ・クロッピングの

農耕は、自営が基本であ る。プランテー ションという形で、モ ノカルチャー及び一種の農奴的

な形の編成が行われているが、 これは近代に入 ってからの ことだ。

その他にも近代世界システムや世界単位の話が出ていたが、それは高谷さんか らコメン トを

頂ければと思 う。

質疑応答

市川 アフリカのサヘルの農業は、北アフ リ

カのバ ンド潅概、あるいはオアシス農耕が直

接入ってきたと述べ られたが、その点を確認

しておきたい。

古川 オアシスの潅概畑の思想 も入 っている

と思う。島根大学の若月さんが、ナイジェ リ

アに日本の近代的な水田を入れようと指導 さ

れている。その前提 として大きな圃場を作る

必要があるが、それは現地に受け入れられな

い。極めて小規模な斜面での稲作という伝統

があり、若月さんの熱心な指導 もなかなか浸

透 していかない。

高谷 サヘルとスワヒリではずいぶん違 うと

いう印象を受けたが、何がどう違 うのかをも

う少 し聞いておきたい。嶋田さんは内陸の砂

漠が海と同 じだと言われた。ところが古川 さ

んが言われたように砂漠帯は、セネガルから

モンゴルまで続 き、そ こには、海 とは違 う

様々な形の農業というものがある。その農業
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に着 目すれば、ア トラス山脈にもバ ンド潅概

があり、ナイル、メソポタミアには河川潅概、

ペルシャは天水農業ができるというように、

それぞれに特徴のあるかたまりができる。サ

ヘルやサハラは海ではなく、農業があるとこ

ろと考える。それが大きな違いだと考えてい

いのだろうか。

例えば、 トンブク トゥはアラブ商人の町だ。

しか しその横には地元民の王都がある。彼 ら

はイスラームで もアラブで もない。若月氏が

言われていたような農耕民の王かもしれない。

サハラは本当に交易だけの場なのか、それと

も農業基盤があ り、それ自体が地域をなして

いるようなところなのか。

嶋田 サハラに限 って言えば、重要なのはや

はり交易だと思 う。とくに重要なのは塩の交

易である。サハラの中央で とれる塩の交易は、

生活必需品としてサハラの南サーヘル ・スー

ダン地域まで交易されている。だが、東アフ

リカのインド洋交易では内陸地域の人々の生

活必需物品を交易 していたようにはおもえな

い。 もう一つは、ニ ジェール川の水運は船の

輸送力が大きく、稲などの重量のある農作物

が交易されている。いずれに しろ塩の交易が

重要ではないかと思 っている。

農学が問題になるのは曳む しろ周辺だと思

う。サハラを囲む南北地域に農業基盤のある

世界が存在 し、それ らがサハラによって結び

?け られる。ア トラス山脈 はサハラというよ

りは、 このサハラ周辺地域に入る。 トンブク

トウもサハラというよりは南周縁部に位置し

ている。ただ し、サハラもまったく第一次生

産が不可能な地ではな く、中央部の山岳地帯

ではけっこう牧畜が可能で、 トウアレグ族の

分布地になっていて国家まではいかなかった

が、それに類 した社会をっ くった。

高谷 交易という、いわばネットワーク的な

ものが強調されているが、その中心にその土

地の実体としての農業があるというようなこ

とが言えないのだろうか。 ここには多 くの王

国 も残っている。

日野 嶋田さんは乾燥地帯という世界 システ

ムを強調されたが、'これは海の シルクロー ド

と結びっ く形でなければ成 り立たない面があ

る。その中間地帯や周辺部には、農業によっ

て食糧生産を支える部分がある。農業を生業

にすれば動かない。逆説的に言えば、馬やラ

クダを使った海と、船を使 った砂漠がある。

動 く部分の理解は海に近いのだ。動 く部分は

サ ンドイッチ状のセ ットにな っている。東ア

フリカは海の範疇に属 し、西アフリカは乾燥

地帯の影響下に属す。そこに一っの全体構造

が考えられるのではないか。嶋田さんの言 う

海を通 じての ヨーロッパを否定する気はない

が、その前の段階では、海の部分と乾燥の部

分がセットになった地域構造が考えられるだ

ろう。

市川 先ほどの高谷さんの質問は、サハラは

無人の砂漠ではなく、その中に点在す るオア

シスがある。それは東南アジアの多島海の島
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やそこの港などとは異なり、単なる中継点以

上の意味を持っているのではないかというも

のだと思 うが。

嶋田 けっこう生産力のあるオアシスがある

ことはたしかだ。サハラ中央の山岳地帯には

放牧民の トゥア レグ族がいてけっこう自給自

足的な生活 も営んでいる。 しか し、サハラの

場合オアシスは基本的には中継点以上の意味

はもちえなかったように思 う。ア トラス山脈

は豊かな農業生産地だが、 これはサハラの周

辺にある。南のニジェール川流域 も第一次産

が豊かだか、これ もサハラ周辺にある。 こう

した農牧業生産が豊かな地域がサハラ交易の

拠点とな り、そこにイスラーム国家が栄えた

ことはたしかだ。 しかしサハラ交易の発達 は、

農業というよりは、金のような希少価値のあ

る鉱物の交易に頼 っている。だから、西アフ

リカの西部 と東部ではサハラ交易の発達とこ

れに結びついたイスラーム化の発達に随分と

違いがある。カメルーンの方ではイスラーム

化がほとん どすすまなかったが、マ リ帝国や

ガーナ帝国には金産地があったため、イス

ラーム化の進展 ははやかった。金のない中央

スーダンは西アフリカで も金のないところは

アラブ商人 は入っていない。スワヒリの世界

と意外に近い。

日野 スワヒリでもジンバブエには金があっ

た。キルワの商人が金の交易の独占権を握 っ

ていたが、非常に古い時代か ら大量の金が出

ており、13世 紀か ら14世紀に最盛期を迎えて
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い る。 西 ア フ リカ の 金 の 交 易 と時 期 的 に は 同

じ頃 だ ろ う。

日野 この 地 域 は む しろナ イ ル川 か ら延 びて

い るル ー トが 大 きな 意 味 を 持 って いた だ ろ う。

海 と陸 の ル ー トの 中 間 の よ う な と こ ろが あ っ

た の で はな い か 。

高 谷 嶋 田 さん は 、 ス ワ ヒ リはBantupeo-

pleswithArabicorPersianbloodで は な

く、ArabicPersianpeopleswithBantu

bloodと お っ し ゃ った 。 そ れ に比 べ る と、 サ

ヘ ル は 地 元 民withArabianmerchansin-

fluenceと 考 え て よ い の で は な い か 。 そ うい

う違 い と考 え て い い のか 。

東 南 ア ジ アで もこ の よ うな 分 け方 が で き る

だ ろ う。 ク レオ ー ル と地 元民 とい う二 っ の 要

素 を考 え た場 合 に、 東 南 ア ジア だ と、 島 襖 部

は ク レオ ー ル的 で 、 大 陸部 は 地元 的 で あ る。

そ うい う見 方 か らす る と、 ア フ リカ の 場合 、

ス ワ ヒ リは ク レオ ー ル 的 で 、 サ ヘ ル は 地 元 的

と考 え て い いの だ ろ うか 。

嶋 田 サ ー ヘ ル で も、 これ は段 階 的 に 変 化 す

る。 サ ハ ラ に 近 い 世 界 はArabic-Berbh

peopleswith地 元 民 だ が サ ハ ラを 離 れ る に

っ れ て 、 この 関係 が 逆 転 す る。 イ ス ラ ーム 化

は 初期 ・中 期 は ア ラ ブベ ル ベ ル系 聖 職 者 の イ

ニ シア チ ブ が 大 きい が 、 ベ ル ベ ル 系 聖 職 者 の

フル ベ 族 の 聖戦 は、 ア ラ ブの 権 威 をむ しろ否

定 す る もの だ った 。 トリ ミ ンガ ムの よ うに、

従 来 は ア フ リカ の イ ス ラ ー ム化 を ア ラ ブ化 と

い う形 で 理 解 す る傾 向 が あ る。 だ が 、 西 ア フ



リカのイスラーム化にはアラブ化を否定する

ようなイスラーム化があった。それがフルベ

族の聖戦だ。日本における親鷺や道元のよう

に、西アフリカではウスマン ・ダーン ・フォ

ディオやエルハジ ・ウルるといった土着の聖

職者がイスラームの指導者 としてあがめられ

ている。東アフリカにはそういう人はいない。

日野 東アフリカで重要なことは、地域が非

常に狭 く海岸に局限された世界であったこと

と、約300年 の ポル トガル支配の時代 に、

「アラブ人」という意識を持っていた混血民

が、 「アフリカ人」になって しまったという

特殊性がある。それが19世 紀以後の世界化の

中で、ヨーロッパ世界との接触の段階ではむ

しろスワヒリは内陸へと拡大 した。その過程

では西アフリカのような聖戦が起こることも

なかった。イスラーム自体のアフリカ的成熟

は、西アフリカの方が強い。別の形で言えば、

東アフリカではポル トガルの支配時代に、セ

ク トのようなものが消えて しまったが、西ア

フリカでやはり聖者崇拝と結びついた形で、

新 しいセク トを生み出すバイタリティがあっ

た。

イスラームに改宗する人口の多さ、少なさ

ということも関わって くるだろう。東アフリ

カはアフリカの中で も新開地 と言える。人口

も非常に疎 らで、 しか もスワヒリを話す人達

の中でイスラームに改宗 した人は半分にも満

たない。東アフリカのイスラームは海岸の局

地的なところか ら線的に発展 したが、西は面
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的な発展だ ったという違いがある。

和崎春日 カメルー ンのバムン王国を調査 し

たが、エスニ ック原理withイ スラームとい

う印象がある。イスラームが入る以前に王国

形成があり、最終的な整備の段階でイスラー

ムを利用する形をとっている。森林とサヘル

の遷移地帯にはそういう王国が多い。嶋田さ

んの言われた聖戦 も、王になって しまえばエ

スニックな原理に還る。そしてまた聖戦を起

こし、またエスニックな原理に還 る。む しろ

エスニックな原理の上に乗 る形の方が理解 し

やすいのではないか。

日野 バムンでは、南からキリス ト教 も入り、

王がキ リス ト教をとるかイスラーム教をとる

かで大いに悩み、結局両方取 り入れる形にな

るようなことがあった。そういう意味か らの

理解ではないか。

嶋田 ヨーロッパにおける森林という話を し

たが、新大陸の作物がないときのヨーロッパ

人 の食生活は、信 じられないほど貧 しい。

ジャガイモ、 トウモロコジ、 トマ トも新大陸

から来たものだ。ヨーロッパ人の飢餓感は強

く、新大陸の発見でジャガイモが入 って、

やっと食糧が安定 した感 じがある。そ してこ

のジャガイモは、麦などの穀物の耕作 しにく

い湿油地帯で耕作可能ということでヨーロッ

パの森林の開墾に拍車をかけたように思う。

西アフリカでもソルガムを作っているが、ソ

ルガムには白モロコシと赤モロコシがある。

赤モロコシは伝統的なもので、儀礼にも使わ



れているが、今さかんに耕作されている粒の

大きい白モロコシは18～19世 紀になって入 っ

たものだ。 しか も白モロコシは年降雨量1000

mm以上の地域で もよくとれる。白モロコシの

導入は湿潤サバ ンナの開発に大 きく貢献した

ように思 う。

日野 アフリカとヨーロッパは、新大陸の作

物が入ってきて初めて潤 っている。アフリカ

は、最初は東南アジアからの作物、そ してラ

テンアメリカからの作物が入ってきてやっと

潤うのだが、それでも飢餓感は拭えない。全

体の地域での気候のバラエティの中で、様々

なものを組み合わせる農業が発達 したという

ことは言えるかもしれない。

立本 嶋田さんも古川さんも、文明史論的な

大きな括 り方をされている。地域間比較で、

アフリカと東南アジアを比較する場合、文明

の流れ、そしてその結果は、ということがお

そらく明日の議論になるのだろう。その前に

「黒船に象徴される海の論理」について、 も

う少 し訊ねておきたい。砂漠を海だとすると、

その時の内陸での海の論理とどう違 うのか。

海の論理、陸の論理はおそらく明 日の議論に

もつながるだろう。共通の認識を持 っておき

たい。

嶋田 海の論理というのはやはりインド洋や

大西洋、太平洋を舞台とする文明、政治、経

済発展の論理だ。ヨーロッパの近代世界の特

質は、大洋を自由に動 きまわる交通手段が発

明され、それまで交通 ・運輸の媒体として利
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用されたことのなか った大洋を交通 ・運輸の

媒体として ヨーロッパが開発 し、それにのっ

か って世界秩序を再編しようとした点にある

と思 う。陸の論理 というのはラクダやウマに

よる交通 ・運輸体系だ。地中海、紅海、さら

にはインド洋の海岸航海 もこれに含まれる。

大洋中心の交通体系というのは交通路 も異な

れば輸送力が圧倒的に巨大だ。 したがって、

陸の交通体系をりよう駕 してゆくことになる。

立本 ウォーラースタインの指摘する近代シ

ステムとそれ以前から伝統的に事実上成立 し

ていたグローバルなシステムのように、近代

的な海の論理 と伝統的な海の論理というのを

分けて考えるということだろうか。

嶋田 「黒船に象徴 される海の論理」の黒船

というのは蒸気船隊だ。その船で一番大きな

意味を持っのが、重い大砲をいくっ ものせ ら

れるということだろう。輸送力と同時に大砲

を運べたことが、ポル トガルをはじめとする

ヨーロッパの世界進出の基礎になっている。

しかしこれを、伝統的交通体系に対する近

代的交通体系の発展というふ うに交通の発展

の違いに還元 して しまうのはまずい。そのも

のずばり陸を中心とするか、海を中心とする

かという違いだ。 「陸の論理」が近代 ととも

に 「海の論理」にとってかわられるが、そこ

には技術的理由とともに、政治的理由がある

と思う。

田中 様々な秩序の広がりを線で示されてい

るが、特に生態にっいては東南アジアとアフ



リカを比較する上でその線の持ついみは重要

である。例えば、サハラとサヘルを歴史的、

地質年代的に見ると、降水量の違いでゾーン

が移動 している。その時、生態の秩序という

言葉はどのようなレベルで使われているのか。

サヘルならサヘルのある限られた地域での生

態条件、例えばある王国の中の生態条件とい

うような意味で使われるのか、あるいはもっ

と広い大陸横断的な、地理的な生態条件の傾

斜という意味で使われるのか。

嶋田 実はこれを細い線 と太い線で書いてい

る。生態という場合乾燥地というように非常

に広がりを見せる地域をとるか、あるいは一

つの川の流域のような ミクロな限 られた地域

をとるかで色々な区別の仕方があると思 う。

サハラやサヘルでも地域的多様性は相当大き

い。

田中 太い線はロケーションスペ シフィック

な環境条件。細い線は降水量の地理的傾斜の

ように大きな生態条件という意味で考えてお

られるのがわかった。情報、経済、文明とい

う言葉があるが、情報は文明を超えて広がる

ということだろうか。

嶋田 文明の定義にもよる。例えば、釈迦の

教えが日本まで来るのは、やはり情報として

伝わっていると考えたい。 しか し仏教が広

が ってはる地域を一っの文明圏として くくれ

るかどうかは問題だ。文明には生態と結びつ

いた生産技術、潅概技術のような文化もあれ

ば、仏教のような生態やテクノロジーとは離
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れた文化がある。そのどれを文明の基準とみ

るかで、情報 と文明の関係がちがって くる。

しかし、 日本語の語感 として生態条件やこれ

と絡んだテクノロジーとかけはなさた文化を

文明と考えるのには抵抗があるように思う。

田中 高谷さんが 「世界単位」で生態が非常

に強いという場合は、 この太線の生態を考え

ておられる。

嶋田 私 もそう思 う。ただこうも言える。森

林は小さな部族が多数分布するような世界だ

が、乾燥地帯では部族あるいは民族の一っ一

つの世界が非常に広い。ヨーロッパ もある意

味では森林の世界で、小世界が点在 している。

この意味で東南アジアとヨーロッパは似てい

て、小さい世界単位がい くっも並立 しやすい

世界ではないかと思う6そ ういう意味では高

谷さんの世界単位もよ くわかる。

松原 ヨーロッパの進出は、近代システム形

成というより入植運動だったという主張だっ

たが、別の会合で入植問題をヨーロッパを中

心に して、アメリカとアフリカの比較を考え

た ことがあ る。アフリカで本格的な入植が

あったのは、南アぐらいしかないという説 も

出ていた。アフリカにおけるヨーロッパの入

植運動が、どの程度の ものだ ったのかを踏ま

えておく必要がある。

地域研究としては、 「アフリカ」という地

域概念の設定は有効なのかという問題 もある。

晒 アフリカ」 「東アフリカ」という設定の

方が捉えやすいのか。一方 には 「地 中海世



界」や 「中東」という捉え方 もある。その ク

ロスほどう考えるのが有効なのだろうか。

ユーラシアの乾燥地域か らサヘルまでの連

続性については、その中の違いを見過 ごす こ

とはできない。ユーラシア中央の乾燥地域は、

生活す る遊牧民の存在が農耕地帯と対応する

中で、歴史を動かす内燃機関になっていたが、

サハラではそういう役割にはならなかった。

牧畜を考えた場合、歴史的に見て第一次地帯

と第二次地帯に分ければ、アフリカに流れた

ものは第二次的なものだ。その大 きな違いは、

アフリカの牧畜はあまりにも牛に比重を置き

すぎている。そこも関係 して、サハラに置け

る乾燥地域、特に牧畜を主とした生業が歴史

に果たす役割は、ユーラシアの乾燥地域とは

全 く違 うのではないか。

嶋田 ヨーロッパ人のアフリカへの入植運動
'
がわずかだったことはた しかだ。 しか し私が

問題にしたのは、アフリカ人によるアフリカ

内の入植運動 というかフロンティアの開発だ。
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そのうえで私はここではあえて、ヨーロッパ

人の新大陸への入植運動も、フルベの湿潤サ

バンナへの進出も、東アフリカの開拓 も、明

・清時代の中国人の中国南部東南アジアへの

進出も、ムガール帝国の時代 も同じレベルで

捉える試みをした。この枠組みの中では、む

しろアフリカという枠を取 り払い、文明は乾

燥地帯を中心に湿潤地帯に広がるという、新

しい世界史の捉え方を提示 したつもりでいる。

ブローデルが地中海を一つの海の世界 と考

えている。ヨーロッパ人の考えでは、生態的

に見ても地中海の北と南を一緒に扱 うことに

は疑問があるだろうが、これを一つにして捉

えたことが、ブローデルの革新的なところだ

と思 う。同じようにユーラシアからサハラに

かけての乾燥地帯に共通の基盤があり、一っ

の同じ世界として とらえてみても面白いよう

に思 う。それをどういう形で陣取りをするか

は、政治の問題ではないかと思う。




